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目的変数最適化へのアプローチ

ーRapidMiner Prescriptive Optimizationの実装ー
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１. 予測モデル作成と最適化

はじめに

予測モデルの作成は、次に何が起きようとしているのかを予測するのに役立ちます。
適切な方法を用いれば、なぜそれが起きるのか原因を理解することもできる場合が
あります。

しかし、何が起こるのか、なぜ起こるのかだけでは、意思決定を行うには十分とは
言えません。意思決定を行うためには、結果を変更するためにどのパラメーターを
どれくらいにすれば所望の値に近づけるのかを知る必要があります。それを実現で
きるのがRapidMinerの最適化オペレーター（Prescriptive Optimizer）です。

本資料では、目的変数と制御可能な変数、制約がある変数を組み込んだモデルを作
成し、最適化を実行します。

※使用するデータと作成したサンプルプロセスをダウンロード頂ければ
お手元のRapidMinerで再現して頂くことが可能です。
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２. データ理解と前処理

分析課題

下記のようなシェールオイルの分離工程を想定
生産量の最適化が目的



4

２. データ理解と前処理

データセット

時間間隔も内容も異なる３つのデータセットがあります。
目的変数は生産量（Yield）です。

【sensor.xlsx】
・preheated air temperature:空気余熱
・steam flow:蒸気流量
・Condenser temperature:コンデンサの温度

→30秒間隔、9,360レコード

【yield.xlsx】
・Yield:生産量
・margin:マージン
・batch_id:バッチID
・reactant degree:反応温度

→5分間隔、911レコード

【weather.xlsx】
・Outside_press:外の気圧
・Outside_temp:外の温度

→2時間間隔、39レコード
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２. データ理解と前処理

事前準備

RapidMinerのマーケットプレイスから
”Prescriptive Analytics”エクステンションをインストールします
・ツールバー「拡張機能」→「マーケットプレイス」

”Prescriptive Analytics”で検索し、インストールを行ってください。

上記手順が出来ない場合は、下記URLよりファイルダウンロードして、
マニュアルでエクステンションを適用します。
https://marketplace.rapidminer.com/UpdateServer/faces/product_details.xhtml?p
roductId=rmx_prescriptive_analytics
ダウンロードしたファイルは下記に格納し、RapidMinerを再起動します。
C:¥Users¥＜ユーザー名＞.RapidMiner¥extensions
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２. データ理解と前処理

前処理① 結合

３つのデータセットを結合し、一つのデータセットにします。

時間間隔が短い順に左から並ぶようにします。
二つのJoinオペレータのパラメータはjoin typeを”left”に、
key attributesをleft、right共にdatetimeと設定します。
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２. データ理解と前処理

前処理① 結合

下図の9,360行のデータセットができます。
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２. データ理解と前処理

前処理② 欠損値補間
“Replace Missing Values (Series)”を二つ、下図のように配置します。

・一つ目はattribute filter typeをsubsetにし、属性選択をクリックして、
Outside_pressとOutside_tempを右側のボックスに移します。
replace type numericalをlinear interpolationに変更します。
・二つ目は初期設定から変更ありません。
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２. データ理解と前処理

前処理② 欠損値補間

一つ目の“Replace Missing Values (Series)”のパラメータ
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２. データ理解と前処理

前処理③ 時系列データの特徴量抽出
下図の通り、三つのオペレータを配置します。
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２. データ理解と前処理

前処理③ 時系列データの特徴量抽出
パラメータ設定は下図の通りです。

Extract AggregatesProcess Windows
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２. データ理解と前処理

前処理④ 列名の置き換え

下図の二つのオペレータを配置し、特徴量名を整え、データセットを保存します。
保存先はお好みの先を指定してください。

※meanの前に．を入れてください
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２. データ理解と前処理

前処理④ 列名の置き換え

結果画面
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３. モデル作成

モデル作成の準備

新規プロセスで、先ほど保存したデータセットを呼び出します（ここではprepared）
“Select Attributes”で特徴量選択を行い、
“Set Role”を配置し、Yieldを目的変数を設定します。
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３. モデル作成

モデル作成の準備
Select Attributes

Set Role
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３. モデル作成

モデル作成
“Cross Validation”を配置します。
事前の比較検討により、ここではDeep Learningを採用しています。

※パラメータはデフォルトです。
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３. モデル作成

モデル作成と結果

作成したモデルを“Store”で任意の先に保存します。
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４. 最適化

予測結果の出力

“Create ExampleSet”オペレータで下記設定のサンプルデータを作り、
先ほど保存したモデル(ここではModel)を適用して、予測値を出してみます。

※予測結果はここでは割愛します。
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４. 最適化

最適化

“Prescriptive Optimization”を配置し、“Multiply”で複製したサンプルを接続、
モデル作成の際に配置した赤枠部をコピー&ペースト、参照例としてrefに繋ぎます。
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４. 最適化

最適化
パラメータ設定

パラメータをどのように変えるべきか知りたいので
、人が変更できる変数を選択します。
※外気温や気圧、反応温度は人が操作できません。
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４. 最適化

最適化
パラメータ設定
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４. 最適化

生産量最大化
上段が通常の予測モデルの結果、下段が処方的最適化の結果です。
各変数をどのようなパラメータにすべきか、一目でわかります。
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４. 最適化

Prescriptive Optimization Tips

最適化メソッドは進化的アルゴリズムなど
複数の方法から選択可能です。

変数の値の上限、下限を設定可能
実工程での制約を反映できます。
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５. おわりに

最適化の可能性

本デモで使用した“Prescriptive Optimization”をご活用頂ければ、
より応用的な最適化、例えば多目的最適化といった問題にも取り組むこ
とができるようになり、課題解決の幅が一気に広がります。

今回、ご紹介したPrescriptive Optimizerの方法はあくまで一例です。
RapidMinerでは、ただ予測モデルを作成するだけでなく、最適化やモ
デルをディプロイし運用することもできます。


